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入学し，2008 年度第 6 学年となる 4 クラス(145 名)で，こ






























































表 1 ICT を用いた授業後意識調査と確認テストの関連 
 
 
(2) 第 6 学年次の確認テストの結果 
 さらに取り組みをスタートさせる前に，第５学年次に実
施したものと同じ確認テストを行った。その結果，成績上
位層の割合は変わらないものの，0 点から 39 点までの児童
数が第 5 学年次より 2 倍に増えており，基礎学力の定着に
向けて対策が急がれる結果であった。（表 2） 







































（ステップ 2）課題別学習：通常の時間割の関係上 4 クラ











（ステップ 3）計算プリント：ステップ 2 終了後，ステッ
プ 1 と同じ問題を実施した。 
 
資料１ 【 A コース】【B コース】【C コース】で利用した
プリント 
 

















































































































































表 3 朝の学習テストの結果（5 月実施分と 7 月実施分） 
 
 
 更に，確認テストの結果別にステップ１とステップ 3 の
平均値と標準偏差を見た（表 4）。確認テストで 100～80 点
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る授業・楽しい学校②家庭・地域・学校の連携③情報発
信する学校」を進めてきた。2006 年度よりこれまでの取
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